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1. イントロダクション 

 

富士通では、Microsoft Exchange Server 2007 と Symantec Backup Exec 12.5 for Windows Servers、および富士通

ETERNUS ディスクアレイの組み合わせにおいて、Microsoft が提供する VSS(Volume Shadow Copy Service)を使用

したバックアップ、リストアの検証を行いました。本ドキュメントでは、その検証結果に基づいた構築手順と、バックアップ、

リストア手順についてご説明いたします。 

 

Microsoft Exchange Server 2007 は世界中で最も多く利用されているメッセージング・ソフトウェアです。一方、富士通

のETERNUSディスクアレイは、ミッションクリティカルな要件を満たすストレージシステムです。ExchangeとETERNUS

ディスクアレイの組み合わせにより、可用性を大幅に高めたメッセージング環境の構築が可能です。 

 

バックアップに関して、Exchange は VSS に対応しています。VSS 対応のバックアップ・ソフトウェアおよびそれと連携で

きるストレージ装置があれば、業務を中断せずに高速なバックアップの採取が可能となります。ETERNUS ディスクアレ

イは VSS に対応するために ETERNUS VSS Hardware Provider (以下、VSSHP)を提供しております。VSSHP の導

入により、ETERNUS の備えるアドバンスト･コピー機能（高速なストレージ内レプリケーション機能）を汎用のバックアッ

プ・ソフトウェアから利用することが可能となります。 

 

本ドキュメントでは、バックアップ・ソフトウェアとして Symantec Backup Exec 12.5 を選択しています。ETERNUS ディス

クアレイのアドバンスト･コピー機能と連携した VSS バックアップにより、Exchange Server のメッセージング環境を効率

的にバックアップし、柔軟なリストアも可能であることを示します。 

 

具体的には、第 2 章で検証環境について説明した後、第 3 章で事前準備としてのメールボックスの移動について述べま

す。第 4 章、第 5 章で各ソフトウェアのインストール手順、第 6 章にてバックアップ・リストアの検証結果をそれぞれ提示し

ます。 

 

 

1-1. 改版履歴 

 

版数 更新日 更新内容 

01 2009 年 10 月 初版発行 

02 2009 年 12 月 ファイアウォールの設定方法を追加 

03 2010 年 02 月 VSSHP1.4.0 に対応 

 

 

1-2. 対象とする読者 

 

本ドキュメントは Microsoft Exchange Server 2007 および Symantec Backup Exec 12.5 によるメッセージング環境に

ついて、富士通ストレージシステム ETERNUS シリーズを利用して構築することを検討しているＩＴ部門管理者やシステ

ムエンジニア向けに作成されています。読者は Microsoft Exchange や Active Directory、ETERNUS ディスクアレイの

機能や用語について基本的な知識を持っていることが前提となっています。なお、本ドキュメントは SI 責任を負うもので

はありません。システム構築にあたっては、フィールドご担当にてどのようにバックアップするかを十分ご検討いただき、

さらに事前検証されることを推奨します。 

 

また、事前に以下のドキュメントを参照してください。 
 

 Windows サーバの無停止バックアップを実現する、富士通の Volume Shadow Copy Service ソリューション 
http://jp.fujitsu.com/eternus/download/vss/wp_vsshp.pdf 
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2. システム構成 

 

  
 
検証環境は下記の通りセットアップされています。 
 

 Active Directory のドメイン・コントローラは Exchange サーバが兼ねています。 
 ETERNUS においてボリュームを作成し、Exchange をインストールしたサーバに割り当て、サーバからディス

クが認識された状態になっています。このボリュームには、Exchange の Mailbox Database と Log を配置しま
す。配置する方法については、第 3 章で説明します。 

 ETERNUS においてボリュームを作成し、Backup Exec をインストールしたサーバに割り当て、サーバからディ
スクが認識された状態になっています。このボリュームは、アドバンスト・コピー機能によるシャドウコピー先の
ボリュームとして使用されます。ボリュームは Open の形式で作成され、サイズは Exchange サーバに割り当
てられたボリュームと同じです。 

 Backup Exec からのバックアップジョブ起動により、VSSHP 経由で ETERNUS のアドバンスト･コピー機能が
動作します。この機能により、Exchange のデータのスナップショットをコピー先のディスク上に生成します。 

 Backup Exec はコピー先のディスクからバックアップデータを採取し、管理下のデバイス（テープ、バックアップ
用ディスク領域）に格納します。 

 
また、説明の都合上、サーバの名称を下記の通り設定します。 

 Exchange サーバ： Exchange Server がインストールされたサーバです。Backup Exec のリモート・エージェ
ントがインストールされています。 

 Backup サーバ： Backup Exec がインストールされているサーバです。 
 

本検証環境については、前提として既に Windows Server の Active Directory Domain Service のセットアップ、

Exchange Server のインストール、ETERNUS ディスクアレイの設定は行われているものとします。また、本資料は

VSSHP1.3.0 で検証後、VSSHP の版数アップに従って VSSHP 関連の記載を更新しています。 

Windows Servewr2008 (x64) 

アドバンスト・
コピー機能 

Ethernet 

Exchange サーバ (兼 Domain Controller) 

PRIMERGY TX300 

Symantec Backup Exec12.5 
Remote Agent for Windows 

Exchange Server 2007 

ETERNUS VSSHP 

Windows Servewr2008 (x64)  

Symantec Backup Exec12.5 
for Windows Servers 

ETERNUS VSSHP 

Backup サーバ 

PRIMERGY TX300 

Fibre Channel 

ストレージグループ

Transaction
log 

Mailbox
Database 

シャドウコピー先 

ETERNUS2000 Backup
Volume 

MAPI 

Transaction 
log 

Mailbox 
Database 



ETERNUS VSS Hardware Provider を利用した Exchange Server 2007 と Symantec Backup Exec12.5 による無停止バックアップ 

Copyright 2010 FUJITSU LIMITED                                                                       3 
 

 

2-1. ハードウェア構成 

 
サーバ構成（Exchangeサーバ、Backupサーバ） 

 モデル: 富士通 PRIMERGY TX300S4 
 諸元: Intel Xeon 2GHz , 1024MB RAM 
 OS: Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise Edition (x64) 

 
HBA構成（Exchangeサーバ、Backupサーバ） 

 PG-FC202 (Emulex LPe1150)  
 

ストレージシステム構成 
 モデル: 富士通 ETERNUS2000 model 100 
 RAID構成: RAID1+0 (Disk 146GB/15krpm) 

 

2-2. ソフトウェア構成 

 
Exchangeサーバ 
 
  Windows Server構成 

 Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise Edition (x64), Service Pack 2 
 
Exchange Server 2007構成 

 Microsoft® Exchange Server 2007 SP1 
 

Backupクライアント構成 
 Symantec Backup Exec Remote Agent for Windows Systems 
 Microsoft Messaging API and Collaboration Data Object 1.2.1 
 

VSS Provider 構成 
 ETERNUS VSS Hardware Provider 1.4.0 

 
Backupサーバ 
 
  Windows Server構成 

 Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise Edition (x64), Service Pack 2 
 

Backup Exec構成 
    バージョン: 

 Symantec Backup Exec 12.5 for Windows Servers Rev.2213(SP2およびHotfix324011) 
    追加オプション: 

 Advanced Disk-based Backup 
 Agent for Microsoft Exchange Server 

 
VSS Provider 構成 

 ETERNUS VSS Hardware Provider 1.4.0 
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3. Exchange Server での事前準備（Mailbox Database と Log の配置） 

 
事前準備として、Exchange Server が利用する Mailbox Database と Log を、ETERNUS ディスクアレイのディスク上

に配置します。これにより、Exchange のメッセージング環境を ETERNUS の高信頼・高性能なディスクストレージで利用

することが可能となります。具体的には、ストレージグループの新規作成、メールボックス・データベースの新規作成、受

信者の移動の作業が必要となります。 
 

3-1. ストレージグループの新規作成 

 
Exchange のストレージグループ新規作成は、以下の手順で実施します。 
 

1. Exchange サーバで Exchange 管理コンソール を起動します。 
2. 左ペインより、[サーバーの構成]-[メールボックス]を選択します。 
3. 右ペインより、[ストレージグループの新規作成…]をクリックします。 
4. ストレージグループの新規作成 画面で、ストレージグループ名を指定します。ログおよびシステムファイル

のパスは、[参照]をクリックし、ETERNUS ディスクアレイのディスク上に作成したパスを指定します。 
 

 
 

5. [新規作成] をクリックしてストレージグループを作成します。 
6. 完了の状態を確認し、[完了]をクリックします。 
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3-2. Mailbox Database の新規作成 

 
ストレージグループを作成後、そのストレージグループ内に新しいメールボックス・データベースを作成します。 
 

1. Exchange サーバで Exchange 管理コンソール を起動します。 
2. 左ペインより、[サーバーの構成]-[メールボックス]を選択します。 
3. 3-1 で作成したストレージグループを選択し、右ペインより [メールボックス データベースの新規作成…] 

をクリックします。 
4. メールボックス データベースの新規作成 画面で、メールボックス名を指定します。データベースファイル

のパスは、[参照]をクリックし、ETERNUS ストレージシステムのディスク上に作成したパスを指定します。 
 

 
 

5. [新規作成] をクリックしてストレージグループを作成します。 
6. 完了の状態を確認し、[完了]をクリックします。 
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3-3. 受信者のメールボックスの移動 

 
メールボックス・データベースを作成後、メールボックス・データベースを利用する受信者を作成します。ここでは既存の

メールボックスを持っている受信者を、新しいメールボックス・データベースへと移動する手順を示します。 
 

1. Exchange サーバで Exchange 管理コンソール を起動します。 
2. 左ペインより、[受信者の構成]-[メールボックス]を選択します。 
3. 移動する Mailbox 利用者を選択し、右ペインより[メールボックスの移動…]をクリックします。 
4. メールボックスの移動 – 概要 画面で[参照]をクリックし、移動先のメールボックス・データベースを選択し

ます。 
 

 
 

5. メールボックスの移動 – 移動オプション 画面で、表示内容を確認し [次へ] をクリックします。 
6. メールボックスの移動 – 移動スケジュール 画面で、表示内容を確認し [次へ] をクリックします。 
7. メールボックスの移動 – メールボックスの移動 画面で、表示内容を確認し [移動] をクリックします。 
8. 完了の状態を確認し、[完了]をクリックします。 
9. 移動した受信者のアカウントで Outlook 等を起動し、既存のメールが読めること、および新規にメールの送

受信ができることを確認します。 
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4. ETERNUS VSS Hardware Provider のインストールと環境設定 

 
このセクションでは ETERNUS VSSHP インストールと環境設定、およびインストールの確認方法について記述します。

VSSHP の環境設定は、VSSHP のインストールの最中に行います。なお、Backup サーバへのインストールと環境設定

が完了後、Exchange サーバへのインストールと環境設定を行います。概要は以下の通りです。 
 

1. Backup サーバにおいて、VSSHP パッケージの setup を起動し、インストールと環境設定を実施します。 
2. Backup サーバにおいて、ファイアウォールの設定を行います。 
3. Exchange サーバにおいて、VSSHP パッケージの setup を起動し、インストールと環境設定を実施しま

す。 
4. Windows Server 2008 標準のコマンドである Diskshadow を使い、VSSHP の動作をテストします。 

 

4-1. ETERNUS VSSHP のインストールと環境設定（Backup サーバ） 

 
このセクションでは、Backupサーバに対するVSSHPのインストールと、インストール中に行われる環境設定について記

述します。 
 

1. ローカルの管理者権限のあるアカウントで Backup サーバにログインします。 
 

2. VSSHP パッケージの setup.exe をダブルクリックし、ウィザードを起動します。 [次へ]をクリックします。 
 

 
 

3. インストール先のフォルダ の画面では、インストール先を決定します。今回の検証ではデフォルトのまま

[次へ]をクリックします 
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4. [インストール]をクリックし、インストールを開始します。 

 

 
 

5. インストールの最中に、通信環境の設定画面が表示されます。[Backup Server]を選択し、[OK]をクリック

します。 
 

 
 

6. VSSHP が通信サービスで使用するポート番号が表示されるので、[OK]をクリックします。VSSHP は

50001 を使用します。このポートが既に使用されている場合、49152～65535 の間で未使用のポート番号

を使用します。 
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7. Pool 管理設定用の GUI が起動します。Disk List には、バックアップサーバが認識している ETERNUS

のディスクが表示されます。バックアップディスクのシャドウコピー先として使用するディスクを選択し、[->]
をクリックします。 
 

 
 

8. Target disk list に、登録したディスクが表示されます。シャドウコピー先として使用するすべてのディスク

の登録が完了したら、[OK]をクリックします。 
 

 
 

9. VSSHP のインストールと環境設定が完了しました。[完了]をクリックしてウィザードを終了させてください。 
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4-2. ファイアウォールの設定変更（Backup サーバ） 

 
Windows Server 2008 では、標準でファイアウォールサービスが有効になっているため、Backup サーバにおいて使用

するポートを開ける必要があります。この手順は、Exchange サーバに VSSHP をインストールする前に実施します。以

下の手順で行います。 
 

1. Backup サーバにおいて、管理者権限でログインします。 
2. [スタートメニュー]－[コントロールパネル]－[Windows ファイアウォール]をクリックした後、[設定の変更]を

クリックします。 
 

 
 

3. [例外]タブを選択し、[ポートの追加]をクリックします。 
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4. 名前の箇所に”VSSHP”と入力します。ポート番号の箇所に、VSSHP”ポート番号”の欄に 4-2 章で設定し

たポート番号を入力します。入力後、[OK]をクリックします。 
 

 
 

5. [例外]タブの[プログラムまたはポート]の一覧に、ポートが追加されていることを確認し、[OK]をクリックしま

す。 
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4-3. ETERNUS VSSHP のインストールと環境設定（Exchange サーバ） 

 
ここでは、Exchange サーバへの VSSHP のインストールと、インストール中に行われる環境設定について記述します。 
 

1. ローカルの管理者権限のあるアカウントで Exchange サーバにログインします。 
 

2. VSSHP パッケージの setup.exe をダブルクリックし、ウィザードを起動します。[次へ]をクリックします。 
 

 
 

3. インストール先のフォルダ の画面では、インストール先を決定します。[次へ]をクリックします。 
 

 
 

4. [インストール]をクリックし、インストールを開始します。 
 

 



ETERNUS VSS Hardware Provider を利用した Exchange Server 2007 と Symantec Backup Exec12.5 による無停止バックアップ 

Copyright 2010 FUJITSU LIMITED                                                                       13 
 

 
5. インストールの最中に、通信環境の設定画面が表示されます。[Production Server]を選択し、[OK]をクリ

ックします。 
 

 
 

6. IP アドレス登録の画面が表示されます。Backup サーバの IP アドレスを登録し[OK]をクリックします。 
 

 
 

7. Backup サーバのサーバ名が表示されます。確認し、[OK]をクリックします。 
 

 
 

8. VSSHP のインストールと環境設定が完了しました。[完了]をクリックしてウィザードを終了させてください。 
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4-4. VSSHP インストールの確認 

 
Backup サーバ、Exchange サーバにおいて、VSSHP が正常にインストール完了していることを確認します。以下の手

順で確認します。 
 

1. [スタートメニュー]－[管理ツール]－[サービス]をクリックします。 
2. サービスの一覧の中に、ETERNUS VSS Hardware Provider および ETERNUS VSS Hardware 

Provider Communication Server が存在することを確認します。 
 

 
 

3. 確認ができたら、サービス画面を閉じます。 
4. [スタートメニュー]－[コマンドプロンプト]をクリックします。 
5. 以下のコマンドを入力し、VSSHP が正しく登録されていることを確認します。 

C:¥>vssadmin list providers 
 

 
表示例： 

 
 

6. コマンドプロンプトを閉じます。 
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4-5. Diskshadow コマンドを利用した動作確認 

 
VSSHP が正常に動作していることを確認するために、まず Diskshadow コマンドを利用してテストすることを推奨します。

Diskshadow は、Microsoft が提供しているツールであり、Windows Server 2008 の標準のコマンドです。このコマンドを

使用することで、VSSHP によるスナップショット作成のテストを行うことができます。テストは以下の手順で行います。 
 

1. Exchange サーバにおいて、コマンドプロンプトより diskshadow コマンドを実行してください。diskshadow

のプロンプトが起動します。 

2. サブコマンド set context persistent を実行します。 

3. サブコマンド set option transportable を実行します。 

4. サブコマンド set metadata を実行します。任意のメタデータファイルを引数に指定してください。コマンド

実行後、メタデータファイルが作成されます。以下の例では、メタデータファイルを c:¥metadata.cab としま

す。 

5. サブコマンド add volume を実行します。バックアップ対象を引数に指定してください。以下の例では、E:

ドライブをバックアップ対象とします。 

6. サブコマンド create を実行します。これにより、バックアップが実行されます。 

7. サブコマンド end backup を実行後、サブコマンド exit を実行します。これにより、diskshadow コマンド

のプロンプトから抜けます。 
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8. 3.で作成されたメタデータファイル metadata.cab を Backup サーバに転送します。 

9. Backup サーバにおいて、コマンドプロンプトより diskshadow コマンドを実行します。diskshadow のプロン

プトが起動します。 

10. サブコマンド load metadata を実行します。このコマンドの引数に、転送してきたメタデータファイルをフル

パスで指定してください。 

11. サブコマンド import を実行します。 

12. Exchange サーバ、Backup サーバのイベントログにエラーが出力されていないことを確認します。また、

Exchange サーバのアプリケーションログに、STXV0560 のメッセージが出力されていることを確認します。

このメッセージは、VSSHP がシャドウコピーの作成を開始したことを示します。 

13. スナップショット先のデバイスをマウントし、データを確認します。 

14. サブコマンド delete shadows all を実行します。 

15. サブコマンド exit を実行します。これにより、diskshadow コマンドのプロンプトから抜けます。 

 

 

 

Diskshadow コマンドの詳細については、以下のページを参照してください。 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc772172(WS.10).aspx 
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5. Symantec Backup Exec for Windows Servers のインストールと環境設定 

 
VSSHP の正常動作を確認後、Backup Exec のインストールを実施します。 
 
Backup Exec のインストール概要は以下の通りです。 

1. ドメインの管理者権限で Backup サーバにログインし、Backup Exec の本体をインストールします。 
2. Backup サーバより、Exchange サーバ上にリモート・エージェントをインストールします。 
3. Exchange サーバに Exchange MAPI Client をインストールします。 

 
Backup Exec インストールに関する詳細な情報については、「Symantec Backup Exec for Windows Servers 

Administrator’s Guide」を参照してください。 
 

5-1. Backup Exec のインストール 

 
Backup Exec のインストールは、以下の手順で実施します。 
 

1. ドメインの管理者権限で Backup サーバにログインします。 
2. Backup Exec の CD メディアより、Symantec CD Browser を起動します。 
3. [Backup Exec のインストールを開始する] をクリックします。 
4. ようこそ の画面で [次へ] をクリックします。 
5. 使用許諾契約書 の画面で [使用許諾契約書に同意します] をチェックし、 [次へ] をクリックします。 
6. インストールメニュー画面で、[ローカルインストール]および[Backup Exec および各オプションのインスト

ール]をチェックし、[次へ]をクリックします。 
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7. 環境チェックの結果を確認し、 [次へ] をクリックします。 
8. ライセンスキーの入力 の画面で、[次へ]をクリックします。本検証では評価版を使用しているので、ライセ

ンスキーは入力していません。 
9. Symantec Backup Exec オプション 画面で、最初からチェックされているオプション以外に、以下を追加

選択して、 [次へ] をクリックします。 
- Advanced Disk-based Backup Option 
- Agent for Microsoft Exchange Server 
 

 
 

10. サービスアカウントの指定 に対し、ドメインの管理者権限のあるアカウントとそのパスワードを入力し、[次
へ]をクリックします。 

11. Symantec Backup Exec データベース の画面において、デフォルトの設定のまま、 [次へ] をクリックし

ます。 
12. Symantec テープデバイスドライバのインストール 画面で [すべてのデバイスに Symantec テープデバイ

スドライバを使用する (推奨)] をチェックし、 [次へ] をクリックします。 
13. インストール準備完了 の画面に表示された内容を確認し、 [インストール] をクリックします。 
14. インストールウィザードの完了 画面で [完了] をクリックし、インストールを完了します。 
15. SP2 および Hotfix324011 をインストールしてください。インストール後、サーバを再起動してください。 
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5-2. Backup Exec リモート・エージェントのインストール 

 
Backup サーバからの操作で、Exchange サーバ対してエージェントをリモートインストールします。インストールは以下

の手順で行います。 
 

1. ドメインの管理者権限で、Backup サーバにログインします。 
2. Backup Exec の画面より、[バックアップ]-[他のサーバーにエージェントとメディアサーバをインストール] を

クリックします。 
 

 
 

3. ようこそ の画面で [次へ] をクリックします。 
4. Symantec Backup Exec リモートインストール の画面で、 [Windows Remote Agent] を選択し、[追加]

をクリックします。 
 

 
 

5. リモートコンピュータ名の手動入力 の画面で、Exchange サーバの IP アドレスとドメイン名を入力し、[OK]
をクリックします。 
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6. リモートコンピュータログオンクレデンシャル の画面で、ドメインの管理権限があるアカウントとパスワード

を入力し、[OK]をクリックします。 
7. Symantec Backup Exec オプション 画面で、以下のオプションをチェックして [完了] をクリックします。 

- Remote Agent for Windows Systems 
 

 
 

8. Backup Exec のインストールの概要を確認し、ウィザードに従ってインストールしてください。 
 



ETERNUS VSS Hardware Provider を利用した Exchange Server 2007 と Symantec Backup Exec12.5 による無停止バックアップ 

Copyright 2010 FUJITSU LIMITED                                                                       21 
 

 

5-3. Exchange MAPI Client のインストール 

 
Exchange サーバに、Microsoft 提供の MAPI Client をインストールします。このインストールにより、Backup Exec の

Granular Recovery Technology （以降、GRT）と Exchange の連携が有効になります。GRT を利用することで、より容

易にリカバリーを行うことができます。詳細は、「6-3 GRT を利用したメールボックスデータの回復」を参照してください。 
 

1. Microsoft の以下のリンクより英語版の Microsoft Messaging API and Collaboration Data Object 1.2.1
をダウンロードします。 
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=E17E7F31-079A-43A9-BFF2-0A110307
611E&displaylang=en 

2. ダウンロードした ExchangeMapiCdo.exe をクリックします。 
3. 解凍されたファイル ExchangeMapiCdo.msi をクリックし、インストールを開始します。 
4. 以下の画面を確認し、[Finish]をクリックしてインストールを完了します。 
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6. Exchange のバックアップとリストア 

 
ここでは、VSSHP と連携した Backup Exec による Exchange メールボックス・データベースのバックアップ手順と、採取

したバックアップからメールボックスのデータをリストアする手順について記述します。 
 
Backup サーバと Exchange サーバを分ける 2 台構成の環境では、Symantec Backup Exec の Off-Host バックアップ

を利用してバックアップを実行します。これにより、バックアップ・プロセスを Mail Box を管理する Exchange サーバから

Backup サーバに移すことができます。このプロセスには、採取したバックアップの一貫性確認のためにユーティリティ実

行も含まれます。 
 
ETERNUS ストレージシステムは、VSSHP 経由で Backup Exec からのリクエストにより高速なアドバンスト・コピーを実

行します。Backup Exec はアドバンスト・コピーのターゲット・ディスクからバックアップデータを採取します。 
 
リストアに関しては、Backup Exec の機能で実行します。今回の検証では 2 種類のリカバリー方法を確認しています。 

1. Mail Box 全体の復元：Mail Box が破損した場合を想定 
2. 特定個人の Mail Box を復元： 特定個人がミスなどでメールを消した場合などを想定 

 

6-1. Off-Host VSS Backup の設定と実行 

 
VSSHP と連携したバックアップを実行するために、Backup Exec でバックアップジョブを以下の手順で作成します。 
 

1. Backup Exec の画面より、 [バックアップ]-[新規バックアップジョブ] をクリックします。 
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2. バックアップジョブでは、Exchange の Microsoft Information Store をバックアップ元として指定します。[ソ

ース]- [選択リスト] を選択し、リソース別の表示 タブで [ドメイン]-[Active Directory ドメイン]-[ドメイン

名]-[Exchange サーバ名]-[Microsoft Information Store] と展開します。 
 

 
 
ストレージグループ名およびメールボックス名が正しく表示されていることを確認し、ストレージグループ名

をチェックします。 
※Microsoft Information Store が表示されない場合は、Exchange サーバで Microsoft Information Store
のサービスが正しく起動されているか確認します。起動されていない場合は手動で起動後、バックアップジ

ョブの作成を最初からやり直します。 
 

3. [設定]-[Advanced Disk-based Backup Option]を選択し、以下のように指定します。 
-オフホストバックアップを使用してリモートコンピュータからメディアサーバーへバックアップ処理を移動 
  -> チェックする。 
-スナップショットプロバイダ 

-> ハードウェア – ハードウェアメーカーが提供するテクノロジを使用 を選択します。 
-ジョブの処置 

-> バックアップジョブを失敗させる（エラー発生後にバックアップを行わない） を選択します。 
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4. [設定]-[Microsoft Exchange]を選択し、以下のように指定します。 

-バックアップ方式 
-> 完全 – 選択したデータベースとトランザクションログをバックアップする（バックアップ後、…） 

- Backup Exec Continuous Backup Server を使用して継続的にトランザクションログをバックアップする 
  -> チェックしない 
-Backup Exec Granular Recovery Technology (GRT) を利用して、インフォメーション…。 
  -> チェックする 
-Microsoft ボリュームシャドウコピーサービス（VSS）スナップショットプロバイダを使用する…。 
  -> チェックしない 
-Exchange 2007 のバックアップリソースが LCR または CCR の場合  

-> バックアップコピーからのバックアップが利用できない場合、アクティブコピーからバックアップする 
 

 
 

5. 上記の指定を確認し、今すぐに実行 をクリックします。 
 

6. ジョブモニター画面のジョブ履歴を参照し、バックアップジョブが正常に終了したことを確認します。 
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6-2. VSS Backup からのリストア 

 
Off-Host バックアップにより採取されたバックアップをリストアするには、Backup Exec にてリストアジョブを以下の手順

で作成して実行します。 
 

1. リストアを実施する対象のメールボックスを、Exchange 管理コンソール等を使ってアンマウントします。 
2. Exchange のバックアップデータを復元するリストアジョブを作成します。[リストア]-[新規リストアジョブ]をク

リックします。 

 
 

3. [ソース]- [選択リスト] を選択し、リソース別の表示 タブで [すべてのリソース]-[メールボックスサーバ

名]-[Microsoft Information Store]-[ストレージグループ名]-[バックアップ採取日時]-[メールボックス名] と

展開してクリックします。 
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4. [設定]- [Microsoft Exchange] の設定はすべてデフォルトのままとします。 

 

 
 

5. [今すぐに実行] をクリックしてリストアジョブを起動します。 
6. リストアジョブの正常終了を確認後、メールボックスをマウントします。 
7. バックアップ前に送受信したメールが正常に復元されていることを確認します。 
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6-3. GRT を利用したメールボックスデータの回復 

 
Symantec 社のテクノロジーである GRT を利用すると、 個人別のメールボックスデータを簡単なオペレーションでリカバ

リーすることが可能です。GRT を利用したメールボックスデータの回復は、以下の手順で実施します。 
 

1. Exchange のメールボックスをアンマウントします。 
2. リストアジョブを作成します。[ソース]-[選択リスト]を選択し、リソース別の表示 画面で[すべてのリソー

ス]-[メールボックスサーバ名]-[Microsoft Information Store]-[ストレージグループ名]-[バックアップ採取日

時]-[メールボックス名]-[対象ユーザー名]と展開してクリックします。 
 

 
 

3. [設定]- [Microsoft Exchange] はすべてデフォルト設定とします。 
 

 
 

4. [今すぐに実行] をクリックしてリストアジョブを起動します。 
5. リストアジョブの正常終了確認後、メールボックスをマウントします。 
6. 対象ユーザーのメールボックスにアクセスし、バックアップ前のメールが復元されていることを確認します。 
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補足 A: 参考資料 

 
 ETERNUS ストレージシステム 製品情報 

http://jp.fujitsu.com/eternus/ 
 
 ETERNUS VSS Hardware Provider 製品情報・ダウンロードページ 

http://jp.fujitsu.com/eternus/download/vss/ 
http://jp.fujitsu.com/eternus/products/diskarray/feature/c19/ 

 
 Symantec Backup Exec での ETETNUS VSS Hardware Provider サポートについて 

http://jp.fujitsu.com/eternus/download/vss/vsshp_BEWSsupport.pdf 
 
 Microsoft Exchange Server 2007 製品情報 

http://www.microsoft.com/japan/exchange/evaluation/overview/default.mspx 
http://www.microsoft.com/japan/exchange/evaluation/features/default.mspx 

 
 Symantec Backup Exec 製品情報 

http://www.symantec.com/jp/business/backup-exec-for-windows-servers 
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補足 B: Q&A 

 
 

 

Q. Exchange Server 2007 の冗長化構成をサポートしていますか？ 
 A. CCR をサポートしています。ただし、バックアップ対象はアクティブノードの Exchange データのみであ

り、パッシブノードのデータは対象外になります。 
Q. VSS を利用した Backup Exec のバックアップにおいて、増分や差分バックアップを行うことはできますか？ 
 A. 可能です。増分バックアップ、差分バックアップともにサポートしています。 
 

Q. Symantec Backup Exec において、適用すべき修正はありますか？ 
 A. その時点での最新の修正を適用するようにしてください。なお、SP2 および Hotfix324011 の適用は必

須です。以下の資料も参照し、修正情報についてご確認ください。 
http://jp.fujitsu.com/eternus/download/vss/vsshp_BEWSsupport.pdf 

 

Q. ETERNUS VSS Hardware Provider の入手先は？ 
 A. 以下のページよりダウンロードすることができます。 

http://jp.fujitsu.com/eternus/download/vss/ 
 



ETERNUS VSS Hardware Provider を利用した Exchange Server 2007 と Symantec Backup Exec12.5 による無停止バックアップ 

Copyright 2010 FUJITSU LIMITED 
 

 

 

 

インターネット情報ページ 

http://jp.fujitsu.com/eternus/ 

製品・サービスについてのお問い合わせは 

富士通コンタクトライン   0120-933-200  

                             受付時間 9:00～17:30 (土・日・祝・年末年始を除く)

富士通株式会社 〒105-7123 東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター

■本書について 
本書は、技術情報として提供するものであり、本書に記載されている内容は改善のため、予告なく変更することがあります。 
記載内容に誤りがあれば、富士通株式会社までお知らせください。 
富士通株式会社は、本書の内容に関して、いかなる保証もいたしません。また、本書の内容に関連した、いかなる損害についてもその責任は負いませ

ん。 


